
まえがき＝分子の構造解析の手段として代表的なX線回
折法が，主として固体結晶のみを対象とするのに対し，
磁気共鳴（NMR＝Nuclear Magnetic Resonance）分析は，
溶液中で自由に動き回る分子の立体構造を正確に決定す





材は，特に強度が重視される中間層および外層コイルに
用いられる。
2．2　超電導特性と拡散熱処理条件との関係

　920MHz-NMRマグネットは，加圧超流動ヘリウムで冷
却された1.8K姥



200h以下，高耐力型線材の場合には110h以上200h以下
とすることにより，コイル内部の臨界電流密度を均一な
状態で焼成することができることがわかる。
　以上のことから，（Nb，Ti）3Sn線材をコイル化したとき
に，拡散熱処理保持温度や保持時間に関して熱処理環境
から要求される臨界電流密度の仕様を 2タイプの各線材
が満足することが確認された。
　また，臨界電流密度以外の超電導特性として代表的な
n値（電圧－電流特性曲線を対数プロットした時の勾配）
についても，拡散熱処理保持温度や保持時間に関してコ
イル化したときの熱処理環境から要求される仕様を 2タ
イプの各線材が満足することを確認した。
　これらによって，各線材について適正な拡散熱処理条
件（保持温度，保持時間）を選択することにより，均一
な超電導特性を有するコイルを製造できることが明らか
になった。
2．3　線材スプールによる超電導特性の分布

　（Nb，Ti）3Sn コイルを実際に製造するためには，前節
で述べた超電導特性が各スプールの線材で再現性良く得
られる必要がある。コイルの内層部分に用いられる線材
では，必要条長が比較的短く必要スプールも少ないが，
コイルの中間層および外層では必要となる線材量が増加
し，それに伴ってスプール数も増加する。ここでは，コ
イル中間層および外層にそれぞれ用いられる高耐力型線
材Dと線材Eの超電導特性のスプールによる分布につい
て述べる。
　図5には，線材Dの全9スプールからそれぞれサンプ



272 A/mm2と求まる。このため，設計仕様磁場 12.2T に


